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「農
ノ ウ

業を

 福
フ ク

祉の力で救う！」

笑顔で邁進します。

②	第７回通常総代会開催
③	令和４年度	事業報告と決算報告
④	令和５年度	事業計画と収支予算
⑩	NOSAIからのお知らせ
	 収入保険・家畜共済・保管中農産物補償共済
⑬	人事異動



《費用》

《収益》
（単位：円）合計 5,103,185,971

その他業務収入 529,208,430
賦課金 91,296,569

当期剰余金 318,433,870

掛金・交付金 2,012,743,946 その他事業収入
1,133,637,028

国等からの受取補助金
1,093,968,655

家畜診療の収入 129,140,107
保険金 113,191,236

国等への保険料 
371,472,905

家畜診療所運営費 197,292,437

支払共済金
（農機具共済満期金含む）
1,154,014,070

その他事業支出
949,310,279 組合運営費 2,112,662,410

第
７
回
通
常
総
代
会
開
催

令和４年度 事業報告と決算報告 令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に

令
和
５
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
６
月
21
日
、
松
本
市
「
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
」
で
第
７
回
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
９
９
人
中
、
本
人
出
席
77
人
、
書
面
出
席
１
２
０
人
、
合
計
１

９
７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
佐
久
市
の
成
澤
健
司
総
代
が
選
任
さ
れ
、
提
出
し
た
12
議
案
に
つ

い
て
慎
重
審
議
し
て
い
た
だ
き
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
会
後
の
役
員
互
選
会
に
お
い
て
組
合
長
理
事
に
羽
田
健
一
郎
氏
、
副
組

合
長
理
事
に
白
鳥
孝
氏
、
太
田
寛
氏
、
湯
本
隆
英
氏
、
常
務
理
事
に
中
村
光
男

氏
、
代
表
監
事
に
井
原
正
人
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

●
第
１
号
議
案	

令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
並
び
に
剰
余
金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案	

令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

●
第
３
号
議
案	

令
和
５
年
度
事
務
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

●
第
４
号
議
案	

役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
員
及
び
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
報

酬
に
つ
い
て

●
第
５
号
議
案	

役
員
退
任
慰
労
金
に
つ
い
て

●
第
６
号
議
案	

余
裕
金
預
け
入
先
金
融
機
関
に
つ
い
て

●
第
７
号
議
案	

借
入
金
最
高
限
度
額
及
び
借
入
条
件
に
つ
い
て

●
第
８
号
議
案	

理
事
、
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

●
第
９
号
議
案	

損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
第
10
号
議
案	

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
第
11
号
議
案	

長
野
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
第
12
号
議
案	

職
員
給
与
細
則
・
職
員
退
職
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
付
帯
決
議

　農業保険事業の普及、事業推進等に
関して長年に亘り尽力され、本年度栄
えある組合長表彰を受賞された方は次
のとおりです。

令和5年度 長野県農業共済
組合役員等表彰者（敬称略）

小
諸
市	

甘
田 

清
和

	

前
監
事

安
曇
野
市	

中
島 

完
二

	

前
理
事

小
諸
市	

小
林 

久
治

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

佐
久
市	

柳
澤 

昇
一

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

佐
久
市	

上
原 

勉

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

佐
久
市	

上
原 

敬
冶

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

佐
久
市	

小
林 

一
義

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

御
代
田
町	

荻
原 

喜
久
男

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

御
代
田
町	

茂
木 

寛

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

飯
田
市	

位
高 

俊
一

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

上
松
町	

荻
野 

喜
一
郎

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

大
桑
村	

鈴
木 

茂
夫

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

松
本
市	

角
田 

啓
蔵

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

花
岡 

正
己

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

橋
本 

幸
隆

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

金
井 

秀
雄

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

原 

準
一
郎

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

小
林 

浩
之

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

滝
沢 

修
一

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

百
瀬 

康

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

田
村 

誠

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

中
野 

信
治

	
前
損
害
評
価
員

松
本
市	
上
原 
英
人

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

赤
羽 
秀
一

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

井
口 

幸
信

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

奥
原 

新
市

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

袖
山 

修

	

前
損
害
評
価
員

松
本
市	

中
條 

高
志

	

前
損
害
評
価
会
委
員

松
本
市	

仙
石 

正
武

	

前
損
害
評
価
会
委
員
・

	

　
損
害
評
価
員

松
本
市	

藤
岡 

倉
門

	

前
損
害
評
価
会
委
員
・

	

　
損
害
評
価
員

松
本
市	

久
保 

吉
夫

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

塩
尻
市	

古
畑 

英
章

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

塩
尻
市	

宮
原 

一
武

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

塩
尻
市	

古
林 

栄
一
郎

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

塩
尻
市	

柳
沢 

正
年

	

前
損
害
評
価
員

塩
尻
市	

三
村 

常
雄

	

前
損
害
評
価
員

塩
尻
市	

中
村 

修

	

前
損
害
評
価
員

塩
尻
市	

塚
原 

正
宏

	

前
損
害
評
価
員

山
形
村	

上
條 

功
一

	

前
損
害
評
価
員

大
町
市	

細
田 

良
作

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
・

	

　
損
害
評
価
員

農
業
共
済  

総
共
済
金
額（
補
償
額
）１
兆
２
６
７
２
億
円

収
入
保
険  

３
０
６
７
経
営
体　
　
補
償
額  

４
５
４
億
２
５
９
７
万
円

　
激
甚
化
す
る
相
次
ぐ
自
然
災
害
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
、「
安
心
の
未
来
」拡
充
運

動
を
展
開
し
、
無
保
険
者
を
出
さ
ず
、
全
て
の

農
業
者
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
べ

く
事
業
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
農
業
共
済

事
業
で
は
、
未
加
入
者
に
対
す
る
推
進
を
実
施

し
、
特
に
園
芸
施
設
共
済
に
お
い
て
は
、
集
団

加
入
に
よ
る
掛
金
等
の
割
引
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
関
係
機
関
と
連
携
し
積
極
的
な
加
入
推

進
を
展
開
し
ま
し
た
。
収
入
保
険
で
は
、
関
係

機
関
と
一
体
と
な
っ
た
説
明
会
等
を
開
催
し
、

対
象
者
に
は
提
案
型
の
加
入
推
進
を
積
極
的
に

行
い
ま
し
た
。

　
農
業
共
済
の
総
共
済
金
額
は
１
兆
２
６
７
２

億
円
（
前
年
比
97
・
８
％
）、
収
入
保
険
の
補
償

額
は
４
５
４
億
２
５
９
７
万
円
（
前
年
比
１
２

０
・
４
％
）、
３
０
６
７
経
営
体
（
前
年
比
１
２

１
・
３
％
）の
加
入
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
関
係
は
、
農
作
物
・
畑
作
物
で
は
い
も

ち
病
、
土
壌
湿
潤
害
、
果
樹
で
は
低
温
に
よ
る

受
精
不
良
、
度
重
な
る
降
ひ
ょ
う
、
園
芸
施
設

で
は
風
害
、
雪
害
、
建
物
で
は
火
災
、
雪
害
、

水
道
管
凍
結
等
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

適
正
評
価
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
努
め
、

任
意
共
済
を
除
く
支
払
共
済
金
は
７
億
２
９
１

２
万
円（
前
年
比
49
・
９
％
）、
任
意
共
済
を
含

め
た
支
払
共
済
金
総
額
は
11
憶
１
１
０
７
万
円

（
前
年
比
64
・
３
％
（
農
機
具
更
新
共
済
満
期
除

く
））、
収
入
保
険
支
払
保
険
金
等
は
23
憶
９
１

９
０
万
円（
前
年
比
２
４
４
・
２
％
）と
な
り
ま

し
た
。

共済目的 引受数量 共済金額（千円） 農家負担掛金（円） 支払共済金（円）

制　
度

農 作 物 19,897ha 18,855,502 24,993,865 29,157,360
家 畜 68,103頭 10,975,655 267,558,256 566,938,744
果 樹 1,104ha 3,867,205 68,633,019 68,307,903

畑作物 大豆 そば 1,410ha 395,493 7,246,237 14,011,095
蚕 繭 39箱 2,480 21,545 93,870

園 芸 施 設 16,793棟 13,786,038 94,378,552 50,612,292
小 計 ― 47,882,373 462,831,474 729,121,264

任　
意

建 物 100,833棟 1,203,628,220 649,357,642 335,468,426

農機具
損 害 6,084台 15,280,430 44,779,528 46,192,252
更 新 165台 404,290 59,321,197 292,349

保管中農産物補償 28口 28,000 113,400 0
小 計 ― 1,219,340,940 753,571,767 381,953,027
合　　　　計 ― 1,267,223,313 1,216,403,241 1,111,074,291

収入保険 加入経営体数 補償額（千円） 保険金額（千円） 補塡対象金額（千円）
合　　計 3,067件 45,425,969 40,512,076 4,913,893

令和4年度 事業報告

収益と事業の状況（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

※保険金額は保険方式部分、補塡対象金額は積立方式部分

小
口 

利
幸（
副
組
合
長
理
事
）

退
任
役
員

新
役
員

紹
介

太
田 

寛（
新
任
）

副
組
合
長
理
事（
安
曇
野
市
）

松
下 

敏
章（
新
任
）

理
事（
松
川
町
）

青
木 

保（
新
任
）

理
事（
長
野
市
）

松
永 

晋
一（
新
任
）

監
事（
飯
山
市
）

湯
本 
隆
英（
再
任
）

副
組
合
長
理
事（
中
野
市
）

米
山 

清
比
古（
新
任
）

理
事（
中
川
村
）

平
林 

明
人（
新
任
）

理
事（
松
川
村
）

田
中 

一
盛（
新
任
）

監
事（
飯
田
市
）

白
鳥 

孝（
再
任
）

副
組
合
長
理
事（
伊
那
市
）

佐
伯 

幸
比
古（
新
任
）

理
事（
富
士
見
町
）

河
野 

秀
夫（
新
任
）

理
事（
塩
尻
市
）

井
原 

正
人（
再
任
）

代
表
監
事（
長
野
市
）

羽
田 

健
一
郎（
再
任
）

組
合
長
理
事（
長
和
町
）

両
角 

正
芳（
再
任
）

理
事（
立
科
町
）

小
林 

弘
也（
再
任
）

理
事（
松
本
市
）

中
村 

光
男（
再
任
）

常
務
理
事（
長
野
市
）

佐
々
木 

勝（
再
任
）

理
事（
佐
久
穂
町
）

大
屋 

誠（
再
任
）

理
事（
上
松
町
）

神
林 

利
彦（
新
任
）

理
事（
須
坂
市
）

任
期
：

令
和
５
年
７
月
１
日
～

令
和
８
年
６
月
30
日

両
⻆ 

敏
幸（
理
事
）

髙
木 

繁
雄（
理
事
）

長
沼 　
豊（
理
事
）

中
島 

完
二（
理
事
）

下
川 

正
剛（
理
事
）

中
村 　
靖（
理
事
）

関
谷 

幸
彦（
理
事
）

甘
田 

清
和（
監
事
）

滝
澤 

浩
史（
監
事
）
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池
田
町	

丸
山 

幸
廣

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

中
野
市	

関 

勝
弘

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

中
野
市	

池
田 

浩
久

	

前
損
害
評
価
会
委
員

山
ノ
内
町	

吉
池 

正
明

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

飯
山
市	

清
水 

貞
幸

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

飯
山
市	

宮
本 

稔
夫

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

栄

村	

月
岡 

一
成

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

栄

村	

桜
沢 

一
義

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

栄

村	

島
田 

重
次

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

三
澤 

敏
雄

	

前
総
代
・

	

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

渡
利 

廣

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

小
林 

茂
喜

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

原
山 

定
久

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

和
田 

公
則

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

黒
岩 

完
司

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

竹
中 

孝
行

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

海
沼 

宏

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

太
田 

春
子

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

大
澤 

利
文

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

岡
本 

文
雄

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

中
嶋 

宏
視

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

横
田 

和
久

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

望
月 

暉
信

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

髙
野 

正
人

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

北
沢 

弘
通

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

石
坂 

浩
一

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

細
井 

久
夫

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

宮
澤 

正
明

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

松
本 

成
人

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

酒
井 

久
雄

	
前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	
戸
谷 
安
雄

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

長
野
市	

柄
澤 
正
二

	

前
損
害
評
価
会
委
員

長
野
市	

倉
田 

健
治

	

前
損
害
評
価
会
委
員

長
野
市	

松
島 

勲

	

前
損
害
評
価
会
委
員

小
川
村	

大
日
方 

ト
シ
子

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小
川
村	

宮
下 

守

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小
川
村	

戸
谷 

政
和

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

飯
綱
町	

羽
入
田 

健

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

信
濃
町	

松
木 

秀
雄

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

信
濃
町	

平
塚 

強

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

信
濃
町	

北
村 

利
治

	

前
損
害
評
価
会
委
員

須
坂
市	

宮
本 

博
文

	

前
損
害
評
価
会
委
員

須
坂
市	

冨
沢 

徹
夫

	

前
損
害
評
価
会
委
員

須
坂
市	

望
月 

学

	

前
損
害
評
価
会
委
員

小
布
施
町	

清
水 

育
雄

	

前
損
害
評
価
会
委
員

千
曲
市	

宮
原 

光
男

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

千
曲
市	

田
中 

和
武

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

千
曲
市	

尾
坂 

昭

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

坂
城
町 

宮
嶌 

武
義

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

《支出》

2,369,132
合計

《収入》

（単位：千円）

その他の支出 125,259

損害防止費 37,212
引当金繰入 6

損害評価費 31,169
施設費（光熱・リース料・保守・維持費等） 235,617

普及推進費（事業奨励・広報） 143,976
業務費（報酬・システム委託等） 172,854
事務費（通信・印刷・消耗品等） 126,459

人件費 1,496,580

その他の収入 18,508

事業勘定受入（任意共済事務費） 425,018

業務雑収入（賃貸収入等） 35,414
引当金戻入 395,264

受取利息 203,788

収入保険受託収入 125,800
賦課金 95,618

受取補助金（事務費・奨励補助金）
1,069,722

前年度繰越金 0

　

近
年
は
、
過
去
に
例
を
見
な
い
大
規
模
な
自
然
災
害
の
多
発
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
や
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
肥
料
・
飼
料
等
の
高
騰
と
い
っ
た
想
定
外
の
リ
ス
ク
も
生
じ
、
農

業
経
営
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
は
、
高
齢
化
に
よ
る
農
村
部
の
人
口
減
少
、
農
地
面
積
の
減
少
、

法
人
も
含
め
た
大
規
模
経
営
体
の
増
加
、
６
次
産
業
化
、
田
園
回
帰
・
移

住
な
ど
、
多
様
な
動
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
や
農
産
物
輸
出
振
興
、
農
業
の

生
産
や
流
通
現
場
で
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
・
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
等
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
穀
物
・
農
業
資
材
等
の
高
騰
に
つ
い
て
は
、

総
合
経
済
対
策
は
じ
め
予
備
費
や
補
正
予
算
に
よ
る
措
置
を
講
じ
、
さ
ら

に
は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

見
直
し
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
検
証
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
組
合
は
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
加
入
推
進
を
通

じ
て
、
農
業
経
営
の
基
幹
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
農
業
保
険

を
農
業
の
生
産
現
場
に
よ
り
深
く
浸
透
さ
せ
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
提
供

す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
る
全
国
運
動
の
「
未
来
へ
つ

な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
を
展
開
し
、
次
の
事
項
に
組
織
を
挙
げ
て
全
力
で

取
り
組
む
も
の
と
し
ま
す
。

⑴	

総
合
性
・
地
域
性
を
踏
ま
え
た
農
業
保
険
の
加
入
推
進

⑵	

人
材
育
成
と
役
職
員
の
資
質
向
上

⑶	

事
業
運
営
基
盤
の
強
化

⑷	

広
報
・
広
聴
活
動
の
強
化

令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」サ
ポ
ー
ト
運
動
が
ス
タ
ー
ト

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
加
入
推
進
を
通
じ
て
、

農
業
保
険
を
す
べ
て
の
農
業
者
へ

令和5年度 事業計画と収支予算

令和5年度 業務収支予算
（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

収入保険 経営体数（件） 個人（件） 法人（件）

合　　計 3,700 3,409 291

農作物
水 稲 ａ 1,785,443 17,869,730

麦 ａ 154,777 488,677
合 計 ａ 1,940,220 18,358,407

家畜

死
亡
廃
用
共
済

搾 乳 牛 頭 11,840 2,594,683
繁殖用雌牛 頭 2,747 818,014
育 成 乳 牛 頭 5,221 885,876
育成肥育牛 頭 18,836 5,854,384
繁殖用雌馬 頭 25 3,861
育成肥育馬 頭 10 2,718
種 豚 頭 1,183 26,555
肉 豚 頭 2,903 18,900
種 雄 牛 頭 6 3,706
種 雄 馬 頭 7 1,443
小 計 頭 42,778 10,210,140

疾
病
傷
害
共
済

乳 用 牛 頭 12,071 232,956
肉 用 牛 頭 12,227 106,492
一 般 馬 頭 35 250
種 豚 頭
種 雄 牛 頭 5 208
種 雄 馬 頭 7 85
小 計 頭 24,345 339,991

合 計 頭 67,123 10,550,131

果樹

り ん ご a 79,300 2,400,070
ぶ ど う a 12,600 776,614
な し a 8,000 356,569
も も a 5,200 193,796
か き a 2,200 30,018
す も も a 700 31,473
合 計 a 108,000 3,788,540

畑作物

大 豆 ａ 87,879 285,913
そ ば ａ 47,923 87,393

蚕　
　
繭

春 蚕 繭 箱 16.75 1,183
初 秋 蚕 繭 箱 9.25 486
晩 秋 蚕 繭 箱 14.00 853
小 計 箱 40 2,522

合 計 — 375,828

園芸
施設

ガ ラ ス 室 Ⅱ類 棟 166 929,354

プラスチック
ハ ウ ス

Ⅰ類 棟 2 8,998
Ⅱ類 棟 17,124 8,670,820
Ⅲ類 棟 264 722,862

Ⅳ類
甲 棟 243 1,402,850
乙 棟 256 1,701,868

Ⅴ類 棟 173 635,352
Ⅵ類 棟 1,198 756,822

合 計 棟 19,426 14,828,926

建　物
総 合 共 済 棟 15,560 146,954,340
火 災 共 済 棟 83,260 1,032,601,260
小 　 　 計 98,820 1,179,555,600

農機具
損 害 共 済 台 6,388 16,044,440
更 新 共 済 台 165 404,290
小 計 6,553 16,448,730

保 管 中 農 産 物 補 償 共 済 口 28 28,000

総 合 計 — 1,243,934,162

任 意 共 済 合 計 — 1,196,032,330

制 度 共 済 合 計 — 47,901,833

（注）	ラウンドのため小計・計は一致しない場合がある。

共済目的等 引受本年度計画 共済金額（千円） 共済目的等 引受本年度計画 共済金額（千円）

（2） 任意共済事業の引受計画
共済目的等 引受本年度計画 共済金額（千円）

（1） 制度共済事業の引受計画
1. 農業共済事業

2. 収入保険事業

令和5年度 事業計画（引受計画と補償額）

収入保険の引受計画

令和5年度目標 農業共済事業 1兆2,439億円
収入保険事業 3,700経営体

令和5年度 長野県農業共済組合役員等表彰者（敬称略）
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農業者からの
メッセージ

　
以
前
サ
ー
フ
ィ
ン
の
大
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
ろ
、
練
習
の
時
間
が

欲
し
く
自
営
を
考
え
始
め
た
と
き
、
農
家
の
サ
ー
フ
ァ
ー
さ
ん
を
紹
介

さ
れ
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
魅
せ
ら
れ
て
農
業
も
い
い
な
と
考
え

ま
し
た
。

　
上
田
に
戻
り
就
農
に
つ
い
て
調
べ
る
中
、
里
親
制
度
の
担
当
者
さ
ん

か
ら
花
を
提
案
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
生
産
者

さ
ん
の
元
、
２
年
間
研
修
し
ま
し
た
。

　
品
種
の
多
さ
や
多
彩
な
色
ど
り
と
形
を
持
つ
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に
惹

か
れ
、
こ
れ
を
メ
イ
ン
に
生
産
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
就
農
７
年
目

の
今
年
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
９
棟
、
16
・
５
㌃
で
、
お
よ
そ
５
万
本
の

出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
品
種
の
中
か
ら
何
を
選
択
す
る
か
に
始
ま
り
、
毎
年
出
来
栄

え
が
違
う
の
で
失
敗
を
修
正
し
な
が
ら
栽
培
し
て
い
ま
す
。
大
変
で
す

が
、そ
れ
故
に
楽
し
さ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
手
に
し
て
も
ら
い「
奇

麗
だ
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
う
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
今
後
は
、

品
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
優
先
し
、
規

模
拡
大
も
し
て
い
き

た
い
で
す
。

春
す の は ら

原 勇
ゆ う た

太さん（36歳）　飯
い い も り

森 明
あきら

さん（55歳）

大和屋農園　白
し ろ と り

鳥 友
ゆ き こ

季子さん（42歳）中
な か の

野 識
さ と ふ み

文さん（36歳）

　
実
家
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
就

農
し
ま
し
た
。
両
親
が
元
気
な
う
ち
に
経
営
移
譲
し
た
い
と
話
し
て
お

り
、
夫
の
本
格
的
な
就
農
も
き
っ
か
け
と
な
っ
て
今
年
か
ら
経
営
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
現
在
は
、
リ
ン
ゴ
１
６
０
㌃
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
27
㌃
、

水
稲
１
０
０
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
を
引
き
継
い
だ
こ
と
で
、
コ
ス
ト
管
理
な
ど
経
営
全
般
の
こ
と

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
異
常
気
象
や
物
価
高
の
影
響

も
受
け
、
厳
し
い
仕
事
だ
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
収
入
保
険
に

加
入
し
て
い
る
お
か
げ
で
、
日
々
の
作
業
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

農
業
体
験
や
村
内
の
保
育
園
へ
リ
ン
ゴ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
体
験
な
ど
を
通
じ
て
農

業
の
良
さ
や
リ
ン
ゴ
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
１
人
で
も
多
く

担
い
手
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
今
は
、
両
親
と
夫
の
４
人
で
和
気
あ
い
あ
い
と
働
い
て
い
ま
す
。
た

だ
作
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
家
族

み
ん
な
で
元
気
に
楽
し
く
続
け
て
い
く

こ
と
が
今
の
目
標
で
す
。

　
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
、
食
糧
難
の
ニ
ュ
ー
ス
も
報
じ
ら
れ
る
な
か
、

地
域
の
た
め
に
な
に
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。
現
在
、
施
設
栽
培
の
イ
チ
ゴ
を
15
㌃
、
ブ
ド
ウ
は
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
主
軸
に
40
㌃
、
さ
ら
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ

等
を
露
地
栽
培
で
40
㌃
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
す
る
作
物
は
元
々
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
話
題
性
が

あ
る
イ
チ
ゴ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

他
の
イ
チ
ゴ
農
家
さ
ん
と
情
報
を
交
換
し
、
従
業
員
と
も
相
談
し
自
分

た
ち
に
で
き
る
工
夫
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
を
加
工
し
た
シ
ェ

イ
ク
な
ど
を
販
売
す
る
直
売
所
も
併
設

し
、
４
月
か
ら
11
月
ま
で
営
業
し
て
い

ま
す
。
ま
た
イ
チ
ゴ
苗
の
オ
ー
ナ
ー
制

度
も
始
め
ま
し
た
。
既
に
13
組
の
予
約

が
あ
り
好
評
で
す
。

　
来
年
に
は
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
８
棟
の
増

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
圃
場

整
備
の
た
め
露
地
栽
培
し
て
い
る
農
地

も
い
ず
れ
施
設
化
し
、
観
光
農
園
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
年
か
ら
両
親
よ
り
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
両
親
と
妻
と
ス
イ
カ
２
４

０
㌃
、
水
稲
１
０
０
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
中
旬
の
種
ま
き
か
ら
、
大
事
に
管
理
し
て
き
た
ス
イ
カ
が
収
穫

最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て

い
る
波
田
地
区
の
ス
イ
カ
を
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
か
ら
「
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド	

ス
イ
カ
部
会
」
の
研
究
部
長
を

務
め
て
お
り
、
ス
イ
カ
の
耐
病
性
品
種
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

生
産
者
に
と
っ
て
病
害
は
脅
威
で
あ
り
、
大
幅
な
減
収
に
直
結
し
ま
す
。

悲
し
い
顔
を
し
て
い
る
生
産
者
を
見
た
く
な
い
、
と
い
う
思
い
が
普
及

活
動
の
原
動
力
で
す
。

　
耐
病
性
品
種
の
特
性
を
理
解
し
て
栽
培
す
る
こ
と
で
、
大
玉
で
良
品

質
な
ス
イ
カ
を
安
定
し
て
生
産
で
き
ま
す
。
栽
培
技
術
の
向
上
、
生
産

量
の
増
大
を
通
じ
て
、
産
地
と
し
て
農
業
振
興
の
底
上
げ
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
常
に
良
品
質
の
も
の
を
作
り
た

い
と
い
う
向
上
心
を
忘
れ
ず
に
、

個
人
だ
け
で
は
な
く
、
活
気
あ
る

産
地
を
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
。

耐
病
性
品
種
の
普
及
が
そ
の
一
助

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

美
し
い
花
を
届
け
た
い

地
域
を
代
表
す
る

観
光
農
園
を
目
指
し
て

家
族
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
イ
カ
を

守
っ
て
い
き
た
い

家族のみなさんとリンゴ園にて

おいしいリンゴを届け続けていきたいです

奥様の亜結子さん（30歳・右）と仲良く作業しています

雌花ひとつひとつに交配していく

今年も大きくて甘いスイカを作ります!

上田市大町市

南箕輪村松本市

すえひろファーム株式会社 
代表取締役

開き初めたトルコギキョウ

管理する春原さん

看板の前で従業員の皆さんと イチゴには手入れが欠かせません

すえひろファーム代表の飯森さん
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安
曇
野
市
で
キ
ュ
ウ
リ
26
㌃
を
施
設
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
大
阪
府
出
身
で
、
中
央
卸
売
市
場
の
荷
受
会
社
で
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
安
曇
野
市
に
移
住
し
て
い
た
母
が
体
調
を
崩
し
た
た
め
転
居
を
決

め
ま
し
た
。以
前
か
ら
漠
然
と
農
業
に
は
興
味
が
あ
り
、「
食
べ
る
こ
と
」

は
な
く
な
ら
ず
、
安
定
し
て
い
る
と
い
う
考
え
か
ら
就
農
し
、
諸
先
輩

方
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
た
結
果
、
施
設
栽
培
を
前
提
に
、
初
期
費

用
を
抑
え
ら
れ
、
収
益
を
見
込
め
る
キ
ュ
ウ
リ
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
キ
ュ
ウ
リ
は
品
質
と
収
量
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ス
ト
レ
ス
が
か

か
ら
な
い
よ
う
甘
や
か
し
て
育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
リ
ッ
と
し
た

食
感
と
み
ず
み
ず
し
さ
を
維
持
し
た
ま
ま
消
費
者
に
提
供
す
る
た
め
に
、

朝
採
り
に
し
て
い
ま
す
。
栽
培
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、
自
分
が

立
て
た
計
画
ど
お
り
に
進
ん
だ
り
、
そ
れ
以
上
の
成
果
と
な
っ
た
と
き

は
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
し
、
商
品
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
や
市
内
の
学
校
給
食
で
取
り
扱
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
と
も
に
、
県
外
へ
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
地
産

地
消
に
こ
だ
わ
り
、
地
元
の
人
達
に
鮮
度
の
良
い
、

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
冬
期
間
は
栽
培
し
て
い
な
い
た
め
、
将
来
的
に

は
１
年
を
通
し

て
、
栽
培
で
き

る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
私
が
好

き
な
マ
ン
ゴ
ー

栽
培
に
も
着
手

し
て
い
け
た
ら

い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
立
科
町
で
リ
ン
ゴ
を
中
心
と
し
た
果
樹
を
65
㌃
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
果
樹
の
栽
培
自
体
を
始
め
た
の
は
10
年
程
前
か
ら
で
す
が
、
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
る
の
で
苦
労
は
感
じ
ず
に
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
人
で
集
中
し
て
仕
事
に
没
頭
で
き
る
と
こ
ろ
も
ま
た
い
い

で
す
。

　
果
樹
は
元
々
全
般
的
に
好
き
で
す
が
、
特
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
好
き

で
す
。
学
生
時
代
に
栽
培
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
た
ま
た
ま
見
か
け
て
興

味
を
持
っ
て
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
生
産
性
の
高
い
品
種
を
選
抜
し

な
が
ら
、
楽
し
く
日
々
研
究
栽
培
を
続
け
て
い
ま
す
。
仕
事
で
発
足
か

ら
携
わ
っ
た
ベ
リ
ー
部
会
は
当
初
５
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
40

人
ほ
ど
に
も
な
り
部
会
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
盛
り
上
が
っ
て
い
け
ば
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
は
リ
ン
ゴ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
の
ブ

ド
ウ
を
主
軸
と
し
て
、日
々

の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら

営
農
を
し
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

セ
ル
リ
ー
疫
病

　
令
和
３
年
６
月
に
南
信
地
域
の
セ
ル
リ
ー
栽
培
圃
場
で
、
芯
葉

先
端
の
腐
敗
や
道
管
部
の
褐
変
、
外
葉
の
黄
化
を
伴
い
、
深
刻
な

場
合
は
立
枯
れ
に
至
る
症
状
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
本
症
状
が

Phytophthora	tentaculata

に
よ
る
病
害
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
初
確
認
の
病
害
の
た
め
、
本
病
に

適
用
の
あ
る
農
薬
は
現
時
点
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
病
の
病
原
菌
は
被
害
株
の
残ざ

ん
さ渣
に
耐
久
性
の
あ
る
卵
胞
子
を

形
成
し
、
こ
れ
が
土
壌
中
に
残
存
し
て
伝
染
源
と
な
り
ま
す
。
過

湿
条
件
を
好
み
、
排
水
不
良
に
よ
り
発
生
が
助
長
さ
れ
る
た
め
、

本ほ
ん

ぽ
で
は
表
面
排
水
や
暗あ

ん
き
ょ渠
の
設
置
、
畝
を
高
く
す
る
な
ど
の
排

水
対
策
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
育
苗
に
は
無
病
培
土
を
用
い
、
潅

水
は
清
潔
な
水
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。ク

ル
ミ
褐
斑
病（
仮
称
）

　

平
成
28
年
に
県
内
の
く
る
み
栽
培
圃
場
に
お
い
て
、
葉
や
葉
柄
、

枝
、
果
実
に
褐
色
の
斑
点
を
生
じ
、
深
刻
な
場
合
は
早
期
落
葉
に
至

る
症
状
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
令
和
４
年
に
本
症
状
が

O
phiognom

onia	leptostyla

に
よ
る
病
害
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
本
病
も
国
内
初
確
認
で
あ
る
た
め
、
適
用
の

あ
る
農
薬
は
現
時
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
病
の
病
原
菌
は
主
に
被
害
落
葉
上
で
越
冬
す
る
た
め
、
前
年
の

被
害
落
葉
は
集
め
て
土
中
に
埋
没
す
る
か
、
焼
却
処
分
し
ま
す
。
ま

た
、
二
次
伝
染
を
防
ぐ
た
め
、
罹
病
葉
や
発
病
果
実
は
見
つ
け
次
第

除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

ラ イ ポ く ん か ら の お 知 ら せ

　

長
野
県
警
察

で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

が
提
供
す
る

「
特
殊
詐
欺
対

策
サ
ー
ビ
ス
」

を
活
用
し
た
電

話
で
お
金
詐
欺

被
害
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
特
殊
詐
欺
対
策
サ
ー
ビ
ス
」は

固
定
電
話
に
専
用
ア
ダ
プ
タ
を
取

り
付
け
る
だ
け
で
Ａ
Ｉ
が
通
話
内

容
を
判
定
し
、
詐
欺
の
疑
い
が
あ

る
電
話
を
受
け
た
場
合
は
事
前
に

登
録
し
た
家
族
な
ど
の
連
絡
先
に

危
険
を
通
知
す
る
も
の
で
す
。

　

被
害
者
の
約
８
割
が
、
犯
人
か

ら
の
電
話
を
自
宅
の
電
話
機
で
受

け
た
こ
と
に
よ
り
だ
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
特
殊
詐
欺
対
策
サ
ー
ビ
ス
」の

設
置
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

ま
た
は
お
近
く
の
警
察
署
・
交
番

駐
在
所
ま
で
。

令和4年度に話題となった
病害虫について

　
こ
れ
ま
で
に
県
内
に
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
病
害
虫
の
発
生
が
初
確
認
さ
れ
た
場
合
や
、
重
要
な
病

害
虫
の
発
生
消
長
に
特
異
的
な
現
象
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
植
物
防
疫
法
に
基
づ
き
、
病
害
虫
防
除
所

か
ら
発
生
予
察
情
報
の
特
殊
報
を
発
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
に
は
３
病
害
、
４
年

に
は
１
病
害
の
特
殊
報
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
、
昨
年
度
に
特
に
話
題
と
な
っ
た

「
セ
ル
リ
ー
疫
病
」
と
「
ク
ル
ミ
褐
斑
病
（
仮
称
）」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

NAT No.1

合同会社 安曇野TSK FARM
代表社員

セルリー疫病　左：健全株　右：罹病株

クルミ褐斑病

　竹
た け し た

下 徹
とおる

さん（38歳）

小
こ み や ま

宮山 貴
た か ひ さ

久さん（42歳）

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
、

鮮
度
の
よ
い
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

安曇野市

立科町

新鮮なキュウリをぜひ一度食べてみてください

病害虫防除には細心の注意を払います

新設のブドウハウス

毎日楽しく作業をしています

農業者からの
メッセージ

AIを活用した「特殊詐欺対策サービス」運用開始!

長野県農政部農業技術課
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収
入
保
険
の
新
規
加
入
を
ご
検

討
中
の
農
業
者
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
で
す
。

　
例
年
、
収
入
保
険
の
加
入
を
ご

検
討
い
た
だ
く
農
業
者
は
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
農
繁
期
と

な
る
10
月
～
12
月
は
「
忙
し
く
て

考
え
て
い
る
暇
が
な
い
」
と
加
入

を
見
送
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
農
繁
期
を
迎
え
る
前

に
見
積
り
を
し
て
加
入
の
ご
検
討

を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
見
積
り
に
必
要
な
も
の
は
令
和

元
年
～
令
和
４
年
の
「
確
定
申
告

書
」、「
青
色
申
告
決
算
書
」、「
そ

の
他
必
要
書
類（
棚
卸
表
等
）」
と

な
り
ま
す
。
青
色
申
告
の
実
績
が

４
年
未
満
の
場
合
は
、
令
和
４
年

ま
で
の
年
数
分
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ら
の
書
類
を
も
と
に
無

料
で
見
積
書
を
作
成
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
収
入
保
険
加
入
の
ご
検
討
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

以
前
は
選
択
す
る
補
償
額

（
共
済
金
額
）に
よ
り
掛
金
が

変
わ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
令
和
５
年
４
月

か
ら
は
、
選
択
す
る
補
償
額

に
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
の
共

済
金
の
受
取
額（
損
害
率
）に

応
じ
た
掛
金
と
な
り
ま
し
た
。

　

損
害
率
は
毎
年
見
直
さ
れ
、

損
害
率
が
下
が
れ
ば
、
掛
金

も
下
が
り
ま
す
。

　

危
険
段
階
別
に
一
定
の
割

合
以
上
は
補
償
額
を
上
げ
て

も
掛
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

最
高
補
償
額
で
加
入
し
家
畜

の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

　

疾
病
傷
害
共
済
に
加
入
し

な
い
場
合
、
診
療
費
の
全
て

が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

掛
金
の
負
担
は
、
牛
５
割
、

馬
５
割
、
豚
６
割
で
加
入
で

き
ま
す（
残
り
は
国
が
負
担
）。

　

疾
病
傷
害
共
済
に
加
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
診
療
経
費

の
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
秋
の
収
穫
期
に
台
風
や
豪
雨
災
害
な
ど
自
然
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
、
畑
作
物
共
済
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、

収
穫
後
の
農
産
物
も
補
償
で
き
る「
農
産
物
補
償
共
済
」に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
、
風
水
害
、
火
災
、
雪
害
、
地
震
、
盗
難
、
運
送
中

の
事
故
に
よ
る
損
害
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、「
保
管

中
農
産
物
補
償
共
済
」の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
４
月
加
入
か
ら

疾
病
傷
害
共
済
の
掛
金
が
損
害
率

（
過
去
の
共
済
金
の
受
取
額
）に
応
じ
た

金
額
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
制
度
改
正
に
よ
り
令
和
５
年
分
か
ら
青
色
申
告
を

始
め
る
方
も
令
和
６
年
契
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
税
務
署
へ
提
出
し
た
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
の
写
し

等
を
ご
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
令
和
６
年
に
見
込
ん
で
い
る

農
業
収
入
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
見
積
書
を
作
成
し
ま
す

の
で
、
青
色
申
告
を
始
め
た
ば
か
り
の
方
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
の

早
期
見
積
り
を
し
ま
し
ょ
う
!!

青色申告決算書
（1〜2ページ）

確定申告書

◎保管中農産物の損害額を共済金としてお支払いします。
共済金（損害額）＝１kgあたりの価額（※）×損害数量（kg）
●100万円に契約口数を乗じた額が支払限度です。
●（※）農林水産大臣が告示する１kg当たり共済金額等の最高額を使用します。

掛金の額には事務費賦課金を含みます。いずれも中途解約はできません。

加入タイプ 補償期間 掛金
A（タイプ） 連続する120日間 2,500円（１口あたり）
B（タイプ） 連続する１年間 6,500円（１口あたり）

◎１品目、1口100万円から加入。2つのタイプから選択できます。

◎建物に保管中の農産物の損害を補償します。
◎風水害、火災、雪害、地震等と盗難および運送中の事故を補償します。

●盗難は盗難によるき損、汚損を含みます。
●運送中の事故は、圃場から直接出荷する場合と運送業者等が運送を担う場合を除きます。

共
済
掛
金

評
価
額

最
高
補
償
額

支払限度額

国の負担

農家負担
掛金

加入者の選択割合 共済掛金

補
償
額

補
償
額

補
償
額

補
償
額

補
償
額

補
償
額

補償額を上げても
掛金は増えません

50％ 60％ 70％ 80％ 90％
100％

青色申告承認申請書

お
問
い
合
わ
せ
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
た
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
へ
！

収入保険家畜共済

保管中農産物補償共済

収
穫
後
、保
管
中
か
ら
出
荷
・販
売
ま
で
に

発
生
し
た
災
害
や
事
故
を
補
償
し
ま
す
。
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松川町
株式会社ウィズファーム

代表  森
もりした

下 博
ひ ろ き

紀さん

ウィズユー  
生活指導員  松

まつざわ

沢 祐
ゆうすけ

介さん

　
株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
代
表
森
下
博

紀
さ
ん
（
53
）
は
就
労
継
続
支
援
事
業
所
「
ひ

だ
ま
り
」
の
利
用
者
と
と
も
に
リ
ン
ゴ
１
２
０

㌃
、
ブ
ド
ウ
50
㌃
、
ニ
ン
ニ
ク
20
㌃
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
松
川
町
役
場
に
勤
務
し
て
い
た
森

下
さ
ん
で
し
た
が
、
一
町
民
と
し
て
松
川
町
を

盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
、
居
酒
屋
を
開
店
。
お

客
様
と
し
て
来
店
し
た
障
が
い
者
の
話
を
き
っ

か
け
に
、
障
が
い
者
が
活
躍
す
る
場
を
設
け
た

い
と
考
え
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所
「
ひ
だ
ま

り
」
を
設
立
。「
ひ
だ
ま
り
」
の
利
用
者
の
施
設

外
就
労
の
た
め
、
ウ
ィ
ズ
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し

ま
し
た
。

　
「
で
き
る
と
こ
ろ
を
伸
ば
す
」と
い
う
方
針
の

も
と
、
利
用
者
の
体
調
や
作
業
へ
の
習
熟
度
に

応
じ
て
仕
事
を
振
り
分
け
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
も
作
業
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

「
障
が
い
者
は
農
業
を
救
う
貴
重
な
戦
力
に
な

る
」
と
森
下
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
11
月
に
は「
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
」

を
全
国
で
最
初
に
取
得
し
ま
し
た
。
農
福
連
携

に
よ
る
農
産
物
を
規
格
と
し
て
定
め
る
こ
と
で
、

「
ひ
だ
ま
り
」の
利
用
者
が
携
わ
っ
た
食
品
へ
の

信
頼
性
を
向
上
さ
せ
、
農
産
物
の
価
値
も
高
め

ら
れ
ま
す
。

　
「
他
の
農
場
に
手
伝
い
に
行
っ
た
利
用
者
が

作
業
を
上
手
に
で
き
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
お
い
し
い
の
は
当
た
り

前
で
、
他
の
農
園
以
上
の
品
質
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
し
、
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー

ク
が
貼
ら
れ
た
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
に
出
荷

し
た
ウ
ィ
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
リ
ン
ゴ
が
即
日
売
り

切
れ
た
と
き
は
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
」
と

森
下
さ
ん
は
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

障がい者のできるところを伸ばし、
他の農園よりも良いモノを作る!!

今号の
スマイル

さん

摘果作業

ウィズファーム代表の森下さん（左）と「ひだまり」のスタッフとして働いている息子の留圭さん（右）

下草刈り作業

枝集め作業

枝粉砕作業

新任職員の紹介今年度11名の新たな仲間が増えました。よろしくお願いいたします。

［質問］
今年の目標・
抱負は？

人
事
異
動

退
職
者

本
所

上
小
支
所

東
信
地
域
家
畜
診
療
所

東
信
地
域
家
畜
診
療
所

諏
訪
支
所

上
伊
那
支
所

下
伊
那
支
所

下
伊
那
支
所

北
信
支
所

北
信
支
所

北
信
支
所

　
初
め
て
の
環
境
に
緊

張
し
て
い
ま
す
が
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
、
何
事
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

　
近
年
の
異
常
気
象
で

体
調
を
崩
し
が
ち
に
な

り
ま
し
た
。
地
元
産
の

農
畜
産
物
を
積
極
的
に

摂
り
、
健
康
維
持
に
努

め
た
い
で
す
。

　

４
月
か
ら
長
野
県
に

ま
い
り
ま
し
た
。
長
野

の
行
っ
た
こ
と
が
な
い

場
所
を
た
く
さ
ん
開
拓

す
る
の
が
目
標
で
す
。

　
農
家
様
が
安
心
し
て

診
療
を
任
せ
ら
れ
る
よ

う
に
技
術
や
知
識
を
身

に
つ
け
、
日
々
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
マ
ス
ク
生

活
は
続
き
ま
す
の
で
、

農
家
の
方
々
に
名
前
だ

け
で
も
覚
え
て
も
ら
え

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

	

今
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
つ
つ
、
健
康
第
一

で
覚
え
た
こ
と
を
忘
れ

ぬ
よ
う
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
！

　
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
お
役
に
立
て
る

人
材
に
成
長
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
以
前
か
ら
農
業
に
関

わ
れ
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
地
域
農
業
の
発
展

の
た
め
に
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
農
業
の
知
識
が
ほ
と

ん
ど
な
い
状
態
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す

が
、
１
日
で
も
早
く
み

な
さ
ま
の
力
に
な
れ
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

組
合
員
、
加
入
者
み

な
さ
ま
の
豊
か
で
安
心

し
た
生
活
の
一
助
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
新
卒
で
不
安
は
大
き

い
で
す
が
、
理
解
を
深

め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

職
員
の
一
員
と
し
て
早

く
認
め
ら
れ
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。

東ひ
が
し 

利り

な奈（
長
野
市
）

市い
ち
か
わ川 

美み
ゆ
き幸（

坂
城
町
）

上か
み
む
ら村 

耕こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎（
静
岡
県
）

関せ
き
ぐ
ち口 

秀し
ゅ
う（

埼
玉
県
）

西に
し
ざ
わ澤 

晃こ
う
へ
い平（

塩
尻
市
）

中な
か
や
ま山 

大だ
い
さ
く作（

箕
輪
町
）

北き
た
は
ら原 

龍り
ょ
う
ま馬（

南
箕
輪
村
）

松ま
つ
ざ
わ沢 

太だ
い（

飯
田
市
）

川か
わ
か
み上 

貴た
か
ふ
み文（

中
野
市
）

福ふ
く
だ田 

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介（
長
野
市
）

若わ
か
ば
や
し林 

侑ゆ

か香（
長
野
市
）

令
和
５
年
４
月
１
日
付　
管
理
職
以
上

令
和
5
年
3
月
31
日
付 

（  

）内
は
前
職  

 
 

※
は
再
雇
用

■ 

本
所

 

北
村 

純
夫（
参
事
）※

 

太
田 

公
一（
総
務
部
長

	

　
　
　
　
　
　
兼
企
画
情
報
課
長
）※

■ 

佐
久
支
所

 

齊
藤 

英
喜（
支
所
長
兼
診
療
所
長
）

 

工
藤 

和
則（
主
事
）

■ 

木
曽
支
所

 

武
田 　
浩（
支
所
長
）

■ 

松
塩
筑
支
所

 

岩
井 

正
樹（
支
所
長
）※

 

柴　

 

芳
光（
支
所
長
補
佐
）

 

青
木 

瑠
美（
主
事
）

■ 

安
曇
野
支
所

 

滝
沢 　
勉（
次
長
）※

■ 

下
伊
那
支
所

 

加
藤 

克
彦（
主
幹
）

■ 

本
所

 

宮
澤 

哲
弘（
参
事
）

 

田
中 

一
夫（
総
務
部
長
兼
企
画
情
報
課
長
）

 

小
林 

和
輝（
事
業
部
長
）

 

佐
藤 

正
人（
総
務
課
長
兼
経
理
課
長
）

 

原
田 

弥
生（
資
産
共
済
課
長
）

 

栁
澤 

健
一（
総
務
課
専
門
幹

	

　
　
　
　
　
　
兼
経
理
課
専
門
幹
）

 

後
藤 　
求（
事
業
部
収
穫
共
済
課
専
門
幹
）

■ 

佐
久
支
所

 

浅
沼 　
明（
支
所
長
兼
家
畜
診
療
所
長
）

 

岡
部 

貞
幸（
次
長
）

■ 

上
小
支
所

 

上
原 　
剛（
次
長
）

■ 

上
伊
那
支
所

 

金
田 

精
一（
次
長
）

 

唐
澤 

直
美（
次
長
）

■ 

下
伊
那
支
所

 

菅
沼 　
亨（
次
長
）

■ 

木
曽
支
所

 

小
島 

智
奈
美（
支
所
長
）

■ 

松
塩
筑
支
所

 

堀　

 

寿
彦（
支
所
長
）

 

小
林 　
功（
次
長
）

 

上
條 

光
一（
次
長
）

■ 

安
曇
野
支
所

 

上
條 

克
之（
支
所
長
）

 

浦
野 

裕
治（
次
長
）

■ 

北
ア
ル
プ
ス
支
所

 

太
田 

剛
司（
支
所
長
）

■ 

北
信
支
所

 

飯
島 

希
義（
次
長
）

■ 

更
埴
出
張
所

 

大
日
方 

秀
次（
出
張
所
長
）

長
野
県
農
業
共
済
組
合

（　）は出身地
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生
産
量
は
日
本
一
！

　
長
野
県
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
生
産
量

日
本
一
！
ほ
ぼ
県
内
全
域
で
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
な
品
種
で
あ
る
ラ
ビ
ッ

ト
ア
イ
種
と
ハ
イ
ブ
ッ
シ
ュ
種
の
う
ち
、

耐
寒
性
の
あ
る
ハ
イ
ブ
ッ
シ
ュ
系
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
主
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

収
穫
は
と
に
か
く
た
い
へ
ん
！

　
生
産
者
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と
、
収

穫
は
喜
び
も
大
き
い
が
と
に
か
く
た
い

へ
ん
！
と
の
こ
と
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は

ブ
ド
ウ
な
ど
と
違
い
粒
ご
と
に
成
熟
度

合
い
が
異
な
り
、
さ
ら
に
樹
上
完
熟
す

る
た
め
収
穫
後
の
糖
度
は
増
加
し
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
完
熟
し
て
い
る

か
見
極
め
な
が
ら
、
薄
い
皮
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
小
さ
な
実
を
一
粒
ず
つ
丁
寧

に
収
穫
す
る
の
は
、
一
番
神
経
を
使
う

と
こ
ろ
だ
そ
う
。
生
産
者
さ
ん
の
ご
苦

労
た
る
や
、
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い

で
す
。

季
節
ご
と
に
楽
し
め
る

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

　
新
緑
の
季
節
に
な
る
と
、
青
々
と
し

た
葉
っ
ぱ
を
身
に
ま
と
い
小
さ
な
花
が

た
く
さ
ん
咲
き
始
め
ま
す
。
そ
し
て
夏

に
な
る
と
可
愛
い
実
が
付
き
始
め
、
収

穫
が
終
わ
り
秋
に
な
る
と
真
っ
赤
に
紅

葉
し
ま
す
（
品
種
に
よ
っ
て
紅
葉
し
な

い
も
の
も
あ
る
そ
う
で
す
）。
秋
晴
れ

に
輝
く
木
々
た
ち
の
美
し
い
こ
と
！
冬

支
度
で
は
ギ
ュ
ッ
と
縛
っ
て
背
高
の
っ

ぽ
。
寒
さ
や
降
雪
か
ら
木
々
た
ち
を
守

り
ま
す
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栄
養

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ン
色
素
は
、
植
物
が
紫
外
線
な

ど
有
害
な
光
か
ら
実
を
守
る
た
め
に
蓄

え
ら
れ
る
青
紫
色
の
天
然
色
素
の
こ
と

で
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
す
。

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
、
活
性
酸
素
を
取

り
除
く
抗
酸
化
作
用
が
期
待
さ
れ
、
老

化
予
防
や
が
ん
予
防
に
も
有
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
果
物
の
中
で
も
食

物
繊
維
が
特
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
お
通
じ
を
良
く
し
た
り
美
容
に
も

効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
選
び
方
・

保
存
方
法

　
果
実
に
張
り
が
あ
り
皮
の
色
が
濃
く
、

色
鮮
や
か
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

均
一
に
白
い
粉
（
ブ
ル
ー
ム
）
が
つ
い

た
も
の
が
お
い
し
さ
の
証
で
す
。
保
存

方
法
は
生
の
場
合
、
密
封
で
き
る
袋
に

入
れ
て
空
気
を
抜
き
冷
蔵
庫
で
３
～
４

日
程
度
保
存
で
き
ま
す
。
長
く
保
存
し

た
い
場
合
は
、
洗
っ
て
水
気
を
切
り
砂

糖
を
ま
ぶ
し
て
冷
凍
用
密
封
袋
に
入
れ

冷
凍
を
。
半
年
以
上
保
存
で
き
ま
す
。

■当選者発表
　正解者341通の中から抽選の結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。QUO
カード（500円分）を進呈します。

■ 前号の答え

個人情報の取扱い・
注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、
長野県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ
長野）が適切に管理いたします。
賞品の発送、広報紙への当選者
発表、読者の声の掲載のために
ご記入いただくもので、それ以
外の目的で個人情報を利用した
り、第三者への提供・開示をし
たりすることは一切ありません。
●ご応募に際しては、個人情報
の提供に同意した上でご応募く
ださい。●賞品または抽選や当
選に関するご質問は受け付けて
おりません。

答え 
Q1 □□□
Q2 □□□□

◆締め切りは、令和5年8月25日（金）必着
●クイズ２問に正解した方の中から抽選で40名様
にQUOカード（500円分）を進呈します。

●クイズの正解者は秋号の紙面にて発表します。

クイズは２問
あります。
文字を組み合
わせて言葉を
完成させてく
ださい。

野菜ソムリエ
プロ・フードスタイリング

&フォトグラファー
綿貫 みどり

愛知県出身。15年前信州に移り住み、
信州野菜の美味しさに感動したこと
がきっかけで、食に関する資格をい
くつか取得。料理や写真を通して、
「畑から食卓までを笑顔でつなぐ」を
モットーに日々活動しております。

　

甘
酸
っ
ぱ
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
、

プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
さ
っ
ぱ
り

と
。
生
ク
リ
ー
ム
で
ミ
ル
キ
ー
な
コ

ク
が
加
わ
り
、
袋
ひ
と
つ
で
作
れ
る

夏
に
ぴ
っ
た
り
の
簡
単
ス
イ
ー
ツ
で

す
。
冷
凍
庫
で
冷
や
す
際
、
１
時
間

お
き
程
度
に
何
度
か
揉
ん
で
ほ
ぐ
す

と
滑
ら
か
な
口
当
た
り
に
な
り
ま
す
。

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
　　  クイズ係 行

63円切
手をお
貼りく
ださい

〒380-0935
（おもて面）

答え Q1 □□□
 Q2 □□□□
郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号をご記入
ください。
※あなたの趣味は

何ですか

（うら面）

★材料★（作りやすい分量）
ブルーベリー...................................150g
生クリーム.....................................200ml
プレーンヨーグルト...................100g
砂糖...........................................................70g

①	ブルーベリーは洗って水気を切
る。飾り用に数粒残しておく。

②	冷凍用ジップ付き保存袋にブル
ーベリー、砂糖を入れて口を閉
じ、ブルーベリーをつぶしなが
ら揉んで混ぜ合わせる。

③	生クリーム、プレーンヨーグル
トを②に入れよく混ぜ合わせ、
冷凍庫で１時間程冷やす。

④	一旦冷凍庫から出して揉みほぐ
し、再度１時間程冷やし固める
（これをもう１度繰り返す）。固
まったら器に盛り付け、残して
おいたブルーベリーを飾り付け
できあがり。

袋
ひ
と
つ
で
簡
単
！

袋
ひ
と
つ
で
簡
単
！

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ア
イ
ス

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ア
イ
ス

※広報紙への感想・意見などもあわせて書いていた
だけると幸いです。

■応募方法
記入例（ハガキでご応募ください）

Q1 Q2青 麦 物 価 高 騰

今回の食材は
「ブルーベリー」

★作り方★

★ ブ ル ー ベ リ ー の あ ん な こ と・ こ ん な こ と ★

　
長
野
市
街
地
か
ら
車
で
25
分
、
雄
大
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
は
癒
し
と
育
み

の
自
然
体
験
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　
標
高
１
０
０
０
ｍ
の
飯
綱
東
高
原
エ
リ
ア
に

位
置
し
涼
し
く
爽
や
か
で
、
飯
縄
山
へ
の
登
山

や
戸
隠
神
社
参
拝
な
ど
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
大
座
法
師
池
の
上
空
を
滑
空
す
る
約
１
５
０

ｍ
の
ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド
や
冒
険
・
遊
び
場
を
象

徴
し
た
よ
う
な
全
天
候
型
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
な

ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ほ
か
、
荻
原
市
長
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス【
信
州
森
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
】、
地

元
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
【
シ
ェ
フ
監
修
の

レ
シ
ピ
付
き
】
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す（
要
予
約
）。

　
手
ぶ
ら
で
も
食
材
が
調
達
で
き
、
日
帰
り
Ｂ

Ｂ
Ｑ
は
も
ち
ろ
ん
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
お
手
頃
に

楽
し
め
ま
す
。
施
設
内
の
森
の
駅
に
は
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
や
マ
ル
シ
ェ（
農
産
物
直
売
）、
フ

ィ
ー
ル
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
も
多
種
に
わ
た
り
、
日

常
を
忘
れ
て
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
10
日
の「
飯
縄
火
ま
つ
り
」で
は

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、
幻
想
的
な
一
夜
と
な

り
ま
す
。

　
夏
休
み
は
ご
家
族
ご
友
人
と
、
当
施
設
で
特

別
な
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

◆飯縄火まつり　大座法師池周辺		8月10日（木）17:30〜		※花火は20:00〜予定

信州森のスープカレー（鶏） グランピング施設

屋内アクティビティ

n
ナ ガ ノ

agano f
フ ォ レ ス ト

orest v
ヴ ィ レ ッ ジ

illage
　　　　　　（長野市）

■お問い合わせ先
　nagano	forest	village
　（森の駅	Daizahoushi）
　長野市大字上ヶ屋2471-608
　TEL.026-239-3272
　（9:00〜18:00）
●マルシェ・屋内アクティビティ
　9:00〜17:00
●カフェレストラン
　9:00〜21:00

詳しい情報やアクセスは公式
Webサイトをご覧ください。

NOSAIながのNOSAIながの 1415



編集後記
　ウィズファームで真剣に作業されている
皆さんから元気をいただきました。農福連
携の動きが広がり、農業の未来につながれ
ばと思います。	 （Ｓ）

読者のみなさんから
●	

４
月
に
初
孫
が
、
小
学
校
に

入
学
。
何
も
か
も
が
楽
し
み

と
不
安
の
毎
日
で
し
ょ
う
が
、

フ
ァ
イ
ト
！
私
も
楽
し
み
と

不
安
の
毎
日
で
す
。

	
	

川
上
村 

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん

●	

見
る
こ
と
だ
け
で
、
自
分
で

は
ま
と
も
に
花
作
り
し
な
か

っ
た
の
で
、
今
年
は
い
く
つ

か
植
え
て
み
ま
し
た
。
花
よ

咲
い
て
ネ
！

	
 

上
田
市 

Ｙ
・
Ｙ
さ
ん

●	

家
庭
菜
園
で
こ
れ
か
ら
育
て

る
野
菜
た
ち
が
元
気
に
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
。

	
	

東
御
市 

Ｙ
・
Ｒ
さ
ん

●	

お
料
理
を
す
る
こ
と
。
各
地

の
名
産
品
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

	
	

坂
城
町 

Ｍ
・
Ｙ
さ
ん

●	

今
年
も
ま
た
あ
ち
こ
ち
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
す
る

ぞ
！

 
 

木
曽
町 

ペ
ン
ネ
ー
ム
Ｇ
さ
ん

●	
登
山
で
す
。「
信
州
山
歩
き
地

図
」
を
買
っ
た
の
で
、
近
く

の
山
か
ら
挑
戦
し
て
、
信
州

の
山
々
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
上
松
町 
Ｎ・Ｋ
さ
ん

●	

も
う
す
ぐ
予
定
さ
れ
て
い
る

娘
の
結
婚
式
で
す
。

	
	

松
本
市 

Ｙ
・
Ｔ
さ
ん

●	

ク
ラ
ス
替
え
で
、
ど
ん
な
人

と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
る
か
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
！

	
	

松
本
市 

Ⅰ
・
Ａ
さ
ん

●	

県
外
に
住
む
娘
の
と
こ
ろ
へ

行
き
、
た
わ
い
も
な
い
話
を

し
て
、
ゆ
っ
く
り
し
た
い
で

す
。 

塩
尻
市 

Ｎ
・
Ｍ
さ
ん

●	

好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
近

く
（
長
野
市	

or	

松
本
市
）で

開
く
コ
ン
サ
ー
ト
。

	
	

生
坂
村 

Ｍ
・
Ｓ
さ
ん

●	

耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
畑
を
、

近
く
の
若
者
に
お
貸
し
し
て

い
ま
す
。
そ
の
方
は
羊
を
飼

っ
て
い
ま
す
。
散
歩
が
て
ら
、

羊
を
見
に
行
く
の
が
楽
し
み

で
す
。
安
曇
野
市 

Ｆ・Ｔ
さ
ん

●	

春
に
な
り
、
今
年
は
仲
間
と

ゴ
ル
フ
を
10
回
は
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

	
 

白
馬
村 

Ｓ
・
Ｍ
さ
ん

●	

あ
た
た
か
く
な
っ
た
ら
海
釣

り
に
行
く
こ
と
で
す
。

	
	

中
野
市 

Ｕ
・
Ｍ
さ
ん

●	

東
京
に
住
む
娘
が
８
月
に
里

帰
り
出
産
の
予
定
で
す
。
３

歳
の
孫
の
子
守
り
、
忙
し
く

な
り
そ
う
で
す
。
２
番
目
は

ど
ち
ら
が
生
ま
れ
る
か
楽
し

み
で
す
。

	
 

木
島
平
村 

Ｓ
・
Ｙ
さ
ん

楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

このパンフレットは、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

発行日／2023年7月10日
■編集・発行
長野県農業共済組合（NOSAI長野）
〒380-0935	長野市大字中御所字岡田79-5
TEL.026-217-5800		FAX.026-217-5816
https://www.nosai-nagano.or.jp/

NOSAI長野
公式webサイト

NOSAIからのお知らせ

　

農
業
経
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
情

報
、
暮
ら
し
の

ヒ
ン
ト
や
い
ざ

と
い
う
時
の
保

険
の
こ
と
も
、

掲
載
さ
れ
て
い

る
農
業
共
済
新

聞
。
毎
週
水
曜

日
、
月
４
回
の

発
行
で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
２
ヶ
月
無
料
で
試
し

読
み
で
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
加
入
者
、
基
礎
組
織
構
成
員

の
新
規
購
読
者
は
、
も
れ
な
く
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
５
０
０
円
分
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
申
し
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
本
所	

総
務
部	

企
画
情
報
課

へ　
電
話
０
２
６-

２
１
７-

５
８
０
４

農業共済新聞は、
地域と農業を元気にします。

農
業
保
険
、
収
入
保
険
の

情
報
や
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

LINE公式
アカウント開設

　
ご
加
入
者
様
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の

み
な
さ
ま
に
情
報
を
お
届
け
！

　
季
節
ご
と
の
お
知
ら
せ
、
耳
寄
り
情
報

を
発
信
し
ま
す
！

QRコード
から簡単に
「友だち追加」
ができます !


